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Ａは焦っていた。同期の主任Ｂは、
大口の顧客を確保して、順調に取引を
拡大している。それに比べて、俺はい
ったい何をやっているんだ…このまま
では、次の昇進で課長の椅子に座るの
は間違いなくＢだ。冗談じゃない。そ
もそも大口の顧客を確保できたのは、
俺のフォローがあったからだろ…今で
もその負担で、俺は成績を上げられな
いのに、こんな理不尽なことがあるか
…そう考え始めると、口惜しさはＢに
対する憎しみに変わっていた。
「オイ、Ｂ。貴様、何であんな契約を
取ってきたんだ！」
いきなりＡに怒鳴られ、Ｂは一瞬呆
然とした。Ｂの部下たちは、いけない
ものを見てしまったという表情で、下
を向いてそ知らぬふりを装いながらパ
ソコンのキーを叩いている。
「契約をしたのは会社で、私にそんな
権限はないし…」
「お前が、余計なことを上に言うから
だろ…この契約のおかげで、俺の負担
がまた増える…自分だけで処理できな
い契約なんかとるな！」
「それは始めから分かっていたことで
しょ。あなただって同意してる」
「それは…上に言われれば、逆らえる
訳ないだろ。いいか、女だからって、
いつまでも甘えてんじゃねーよ」
Ａは、自分の気持ちを抑えることが
できなくなっていた。Ａは執拗にＢを
攻撃した。場所も状況を顧みず、急に
思い出したように怒り出す。
「結局尻拭いは全部俺かよ！」
「感謝の言葉すらないのは、誠意の無
さの表れだ。だから女はダメなんだ」
「全部自分の成果にしやがって」
「少しでも悪いと思うなら、行動で示
せ、私は卑怯な女です、と言え」
「女を武器にするなんて最低だ」
一方的にまくし立てると、気が済む
のか、いささかまずいと思うのか、そ
そくさと退散するのも、いつものパタ
ーンだ。
「さすがに辛くて…」
Ｂの目から涙がこぼれた。学生時代
の親友Ｃの前で、気持ちがあふれた。
「ゴメン…最近、抑えられないの」
「大丈夫？」
「ダメかも…」

「すぐに診てもら
ったほうが…」
「そうだね」
「でも、部下の前
で、そこまで言わ
なくても、ね」
「これって、パワ
ハラなのかな？」
「相手は同僚なん
でしょ？」

「同じ主任」
「どうかな…でも、発言は問題だよ。
人事に話したほうが良いと思う」
「あなたの会社なら、これ、どうす
る？人事スタッフのＣとしては…」
「もちろん注意するよ」
「パワハラじゃなくても？」
「ウーン…それなら、パワハラだ、っ
て言っちゃえばいいんじゃない」
「パワハラの判断がつかなくても？」
「パワハラがある、って言われると、
会社としては対応しない訳にはいかな
いから」
「そうなの？どの会社でも？」
「うん。だから、パワハラって言っち
ゃったほうが、話が早いと思う」
「そうなんだ…ありがとう。そうして
みるよ」
ＣからヒントをもらったＢは、すぐ
に人事に問題解決を求めた。
「それは問題ですね」
状況をつぶさにＢから聞いたＤ人事
部長は、腕を組んだまま、うつむき加
減で口を真一文字に結んだ。
「これは、パワハラではないかと…」
Ｂが遠慮がちにこぼすと、Ｄ部長
は、あれっ、という目でＢを見つめ
た。思わず口元が緩んだ。
「これは、パワハラの問題の申告、と
いうことでいいですか」
「は、はい」
「では、事実関係の確認作業をする必
要がありますので、記録をします」
Ｄ部長はスタッフのＥを呼び、記録
を取らせた。
「Ｃの言ったとおりだったよ」
「そうでしょ」
「これでＡが黙ってくれればいいんだ
けれど…」
「処分があるかどうかは分からないけ
ど、何か注意はあると思うよ」
「ホントにありがとう」
「でも、まだ分からないよ」
「どういうこと！？」
「先のことは分からない、っていうこ
と。予断は禁物、っていうでしょ」
「さすが人事スタッフ、冷静だね」
Ｃが言った、予断は禁物、という言
葉が、間もなく現実になるなど、この
ときのＢには知る由もない。
「Ｂからの報告は以上だが、事実と異
なる点はありますか」
「Ｂは録音してたんでしょうか？」
「お答えできません」

「クソ…Ｂめ…」
「ん…今、何と言いました？」
「い、いえ…」
「ちなみに、この会話は録音していま
すので…」
「…」
「感情に任せた言動は、一社員として
はもちろんですが、管理職としては、
さらに大きな問題です」
「分かってます。次期課長昇進は、Ｂ
なんですよね？」
「それは、どうでしょうか？」
「えっ、もしかして、自分…」
「だと思いますか？」
「…」
「自分の立場を、冷静に考える必要が
あると思いますよ」
「ですが…私はあいつの…Ｂ主任の尻
拭いばかりで」
「尻拭い？何か勘違いをしてません
か？」
「だって、そうでしょ！俺があいつの
ケツを拭いて…」
「Ａ主任！私は今、冷静に、と言った
ばかりです」
「う、うぅ…」
「確かに営業成績は、Ｂはずば抜けて
います」
「ほぅら、やっぱり…」
「ですが、課長への昇進とは、別の問
題です」
「べ、別…！？」
「管理職の仕事は、部下をまとめて、
部署としての成果を上げることです。
自分の成果だけを考えているようで
は、管理職として昇進できません」
「と、いうことは、やっぱり自分…」
「あのね、あなたはＢに対して、何を
言ったのか、よく考えなさい！」
「…」
「特に、公然と男尊女卑発言をしたこ
とは、極めて重大なことです」
「え、あ、そっちですか」
「そっち、とはどういう意味ですか」
「いえ、パワハラが問題なのかとばか
り思っていたので…なーんだ…」
「なーんだ、とは何ですか。この発言
は、重い懲戒処分の対象です」
「ちょ、ちょっと待ってください。そ
れなら役員の発言の方がはるかに…」
「だから余計に問題なんです！あなた
がどんな女性蔑視の考えを持っていよ
うが、それはあなたの自由だが、それ
を公言することは、会社として黙認す
る訳にはいかない」
「それじゃ、俺は…」
「ですが、今回問題になっているの
は、パワハラです」
「じゃあ、パワハラを理由に懲戒処
分、ですか…」
「いえ、処分はしません」
「え…どういうことでしょう…」
「会社は、今回の言動について、パワ
ハラとは考えない、ということです」
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「あの…意味が分かりません」
「懲戒処分をしないと言っても、言動
が不適切極まりなかったことは事実で
す。今後は、言動について、慎重に考
えることです」
「はぁ…」
「いいですか、これがセクハラの問
題、ジェンダーの問題として解決を求
められていれば、あなたの立場はなか
った、ということです」
「ゲッ…」
「次は無い、と思ってください」
Ａは、執行猶予付きの死刑判決を言
い渡されたような気分だった。次に余
計なこといえば、などと考えただけで
鳥肌が立った。もうＢと関わるのは金
輪際御免だ。ＡはＤ人事部長に対し
て、改めてＢとの業務上のかかわりが
無い配置を求めた。
「薬が効きすぎたか」
「ですが、処分無しというのは、ちょ
っと納得ができないのですが…」
「処分無し、ではなく、処分の延期」
「延期！？それなら、いずれ…」
「そのときが来ないことを祈るばかり
だが、まずはこれでＡは抑えた」
「…その意味が、呑み込めませんが…
ところで、Ｂに何と説明しますか」
「うむ…まぁ、君も同席しなさい」
含みのあるＤ部長の言い回が、人事
スタッフのＥには引っかかった。
「Ａは事実関係をおおむね認めた」
「そうですか…それでＡに私への接触
禁止を命じて…」
「そうじゃない。それはＡ自身の希望
に応じたものだから」
「Ａが、自分から！？」
「もし、同じことが起こった場合に
は、次は厳罰だ、と言ったから、多少
は自分でも考えたんでしょ」
「ということは、今回Ａに対する処分
は何もない…」
「会社としては、パワハラであるとは
判断しなかった、ということ」
「そうなんですか…」
「確かにＡの言動は問題だけど、Ａと
あなたは同期であり、同僚であって、
力関係に特別な違いがある訳ではない
し、しかもあなた方は二人とも管理職
である、ということ」
「それは確かにそうですが…」
「むしろ営業成績がずば抜けていた、
あなたの方が優位な位置にある、とい
う見方もできる」
「そんなことは…」
「できれば当事者間で何とかして欲し
かったところですが…」
「私が現状を我慢すべきだったと…」
「あなたは同僚からの言動をパワハラ
と指摘して解決を図ろうとした」
「それが問題なんでしょうか！？」
「むやみに何でもパワハラというの
は、どうか、ということ。しかもあな
たは部下を持つ管理職です」

「管理職は、パワハラと言ってはいけ
ない、というのですか？」
「パワハラという言葉を安易に使うこ
との問題を指摘しているんです」
「…」
「それと、Ａに対して、同期の同僚と
して、もう少し気持ちを汲んであげる
ことができれば、状況は変わってい
た、と思いませんか？」
「私に原因があると…？」
「あなたの営業成績は、Ａのフォロー
無しには考えられない」
「…ですが…」
「Ａに対して、感謝の気持ちを伝えた
ことがありますか？」
「…」
「管理職の仕事は、職場をまとめて、
職場としての業務成果を上げること」
「部下に対しては、私はきちんと…」
「Ａがあなたの部下になる可能性もあ
ったんですがね…」
「…」
Ｂは絶句した。昇進の可能性を、自
分でつぶしたのか…いったい自分は何
を考えていたんだろう。成績を上げる
ことしか考えていなかった、と言われ
れば、確かにその通りだし、それは管
理職の仕事ではない…Ｂは、自分がよ
く分からなくなってしまった。
意気消沈するＢの後姿を見て、Ｄ人
事部長は小さなため息をついた。とり
あえず当面の火の粉は振り払った。
「あの～」
人事スタッフのＥが、怖々Ｄ部長に
近づいた。
「Ａへの説明ですが、いささか理屈が
飛躍しすぎているかと…」
ＤはドキリとしてＥを見返した。
「鋭いね。その通り」
「えっ…認めちゃうんですか！？」
「この問題を蒸し返させないための、
まぁ、言ってみれば、方便だよ」
「そんなこと言って、いいんですか」
「この会社には、残念ながら、まだま
だ女性蔑視の意識が根強い。これを正
面から問題にした場合、会社全体を巻
き込むことになりかねない」
「だから、Ｂの行動を封じ込めた？」
「ご名答。まずは役員クラスの意識を
変えないといけない。時間が必要」
「ですが、もしＢがその問題を…」
「その時のために、Ａの処分を延期し
たんだ。スケープゴートとして…」
Ｅの表情が、思わず強張った。
「でも、他言無用にして欲しい」
「も、もちろんです」
「といっても、ここだけの話、は大抵
ここだけの話にならないが…」
「私は、絶対に…」
「一般論だよ」
と言ってＤ部長は笑ったが、Ｅは笑
えなかった。待てよ…もしかしてＤ部
長は、この話が漏れることまで想定し
ている！？Ｅはぶるっと身震いした。

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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